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里山で人と自然をつなぐ　「有限会社　土遊野」
知っ得こ　「売上を増やそう」その1　布目大剛 氏
高岡市商工会青年部「ドライブスルーマルシェ」
富山県事業引継ぎ支援センターからのお知らせ
とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！
家賃支援給付金のお知らせ
Go To トラベル事業のお知らせ
イベント情報、きときとトピックス
ひかる技術かがやき企業「北陸テクノ株式会社」
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5.
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8.

　富山地方鉄道五百石駅前で長年地域に親しまれてきたパン屋を娘の苺
さんがリニューアルオープン。企業コンセプトに「小さいお子様からお年寄
りまで見て楽しい、食べて美味しい」を掲げ、店内には楽しいキャラクターの
パンやお惣菜パンなど50種類以上並ぶ。中でも、猫の手を模った「にゃんこ
マドレーヌ」、切っても切ってもヒョウ柄が見える「ひょう柄食パン」など見た
目もかわいらしい独創的なパンが大人気。また、ひまわりの花をイメージ
して焼き上げた「一升パン」はお子様の初誕生のお祝いに、家族で楽しんで
もらいたいと企画した新商品。
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（
有
）土
遊
野
（
代
表
取
締
役　

河

上
め
ぐ
み
）
は
富
山
市
中
心
市
街
地

か
ら
車
で
40
分
ほ
ど
南
に
向
か
っ
た

中
山
間
地
の
里
山
で
平
飼
い
養
鶏
と

有
機
棚
田
米
を
主
軸
と
し
た
有
畜
複

合
循
環
型
農
業
を
営
む
。
ま
た
、
小

規
模
な
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
も
持
続
可
能
な
暮

ら
し
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　

草
刈
り
十
字
軍
運
動
を
き
っ
か
け

に
関
東
か
ら
移
住
し
、
農
業
を
始
め

た
先
代
か
ら
事
業
を
引
継
い
だ
の
が

５
年
前
。
約
２
０
０
０
羽
の
鶏
を

平
飼
い
し
、
そ
の
鶏
糞
を
も
と
に

つ
く
っ
た
有
機
肥
料
を
使
い
、
水

稲
、
小
麦
、
野
菜
等
を
栽
培
。
毎
日

７
０
０
個
ほ
ど
生
み
落
と
さ
れ
る
卵

を
は
じ
め
、
圃
場
か
ら
の
収
穫
は
、

生
協
、
契
約
店
や
個
人
宅
へ
販
売
す

る
他
、
自
家

製
天
然
酵
母

で
作
る
パ
ン

や
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
等
の

加
工
品
も
販

売
し
て
い
る
。

ま
た
、
農
業

見
学
会
や
交
流
会
な
ど
視
察
の
受
け

入
れ
を
通
し
て
、
命
や
食
べ
物
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ん
で
け
る
環

境
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

有
機
棚
田
米
を
自
家
製
粉
し
、
米

粉
と
し
て
販
売
し
て
い
た
が
、
「
有

機
栽
培
の
確
か
な
食
材
を
よ
り
多
く

の
消
費
者
に
届
け
た
い
」
と
の
想
い

か
ら
放
生
若
狭
屋
（
射
水
市
）
と
連

携
し
、
富
山
米
１
０
０
％
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
の
「
富
山
米
の
カ
ス
テ
ラ
」

が
誕
生
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
連
携
を
き
っ
か
け

に
米
粉
を
超
微
細
化
す
る
製
粉
業
者

と
の
出
会
い
が
新
た
な
商
品
の
開
発

に
つ
な
が
っ
た
。
超
微
細
米
粉
を

使
っ
た
パ
ン
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
の
商

品
化
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家

庭
で
の
お
菓
子
づ
く
り
に
人
気
が
あ

る
状
況
も
あ
り
、「
里
山
で
と
れ
た

安
心
安
全
な
素
材
を
使
っ
て
親
子

で
楽
し
ん

で
食
べ
て

も
ら
い
た

い
。
」
と

商
品
化
に

向
け
、
取

り
組
ん
で

い
る
。

　

商
工
会
の
支
援
に
よ
り
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
た
。

経
営
状
況
を
分
析
し
、
加
工
品
な
ど

利
益
率
の
高
い
製
品
を
強
化
す
る
た

め
、
自
社
の
ア
デ
ア
牛
乳
を
使
っ
た

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
商
品
化
し
た
。
Ｐ
Ｒ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ

入
り
の
保
冷
バ
ッ
グ
を
作
る
こ
と
で

「
土
遊
野
ブ
ラ
ン
ド
」
を
広
げ
新
規

需
要
の
開
拓
に
な
っ
た
。
ま
た
、
乳

製
品
製
造
に
欠
か
せ
な
い
衛
生
設
備

を
強
化
す
る
こ
と
で
品
質
管
理
を
徹

底
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
後
も
、
商
工
会
の
専
門
家
派

遣
制
度
や
各
種
補
助
金
を
活
用
し
、

新
た
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
。

　

河
上
氏
は
主
軸
で
あ
る
米
作
り
を

営
み
な
が
ら
「
人
と
自
然
を
つ
な

ぐ
」
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
。

　

里
山
で
採
れ
た
卵
や
規
格
外
の
野

菜
を
活
用
し
た
農
産
物
の
２
次
加
工

品
の
推
進
と
消
費
者
が
生
産
地
で
里

山
の
恵
み
を
体
感
し
、
味
わ
え
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
里
山
資
源
を
活
か
し
、
経
営
を
持

続
さ
せ
、
継
続
雇
用
を
増
や
す
。
里

山
で
仕
事
を
生
み
出
す
視
点
を
大
切

に
時
代
の
需
要
に
合
っ
た
商
品
開
発
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。

里
山
で
人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
〜
有
畜
複
合
循
環
型
農
業
と
農
商
工
連
携
〜

有
限
会
社
土
遊
野
（
富
山
市
南
商
工
会
）

産
学
官
連
携
を
通
じ
て
新
た
な
分
野
に
挑
戦

北
陸
テ
ク
ノ
株
式
会
社
（
射
水
市
商
工
会
）

自社で販売している卵、
シフォンケーキ、アデア牛乳、ヨーグルト

農商工連携で誕生したカステラ

新
た
な
連
携
を
き
っ
か
け
に

新
商
品
開
発
に
取
り
組
む

商
工
会
の
支
援

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
活
用
」

里
山
の
自
然
を
活
か
し

　「
人
」
と
の
つ
な
が
り
を

　
　
　
　
　  

作
り
上
げ
た
い

有限会社 土遊野
代表取締役  河上めぐみ
富山市土167
TEL 076-403-2898

アイガモ放田

地元のケーキ店で販売している
米粉を使用したロールケーキ
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布目　大剛

回
1
第

　
「
商
売
を
し
て
、
こ
れ
が
一
番
必
要
な
も
の
は
何

で
す
か
？
」
と
お
尋
ね
す
る
と
、
「
そ
れ
は
何
と

い
っ
て
も
、
ヒ
ト
で
す
」
、
「
い
や
い
や
、
お
金
で

す
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
一
番
必
要

な
も
の
と
言
え
ば
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
売
上
」
と
言

う
で
し
ょ
う
。

そ
う
で
す
ね
。
「
売
上
」
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
、

商
売
に
な
り
ま
せ
ん
。
（
・
・
・
あ
、
も
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
よ
。
巷
は
そ

の
話
ば
っ
か
り
で
す
も
の
。
）

　
今
回
か
ら
、
売
上
ア
ッ
プ
を
実
現
し
た
元
気
な
事

業
者
さ
ん
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
あ
る
と
こ
ろ
、
な
い
と
こ
ろ
を
織
り
交
ぜ
て
、
頑

張
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
事
業
者
さ
ん
を
、
そ
れ

は
ど
う
い
う
点
が
良
か
っ
た
か
ら
な
の
か
？
と
い
う

切
り
口
の
お
話
に
し
ま
す
。

　
そ
う
か
、
そ
れ
な
ら
自
分
の
会
社
で
も
や
れ
そ
う

だ
な
、
と
、
ヒ
ン
ト
に
し
て
も
ら
え
る
と
幸
い
で
す
。

ア
イ
デ
ア
は
ご
自
身
が

　
ち
な
み
に
、
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る
事
業
者
さ
ん

た
ち
の
名
誉
の
た
め
に
付
記
し
て
お
き
ま
す
が
、
筆

者
（
布
目
）
は
そ
れ
ら
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
お
話

は
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
知
恵
を
絞
っ
て
行
動
を
起

こ
し
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
、
事
業
者
さ
ん
ご
自
身
で

す
。
筆
者
は
せ
い
ぜ
い
意
見
を
コ
メ
ン
ト
し
た
程
度

の
役
割
で
す
。

地
域
密
着
の
食
品
ス
ー
パ
ー

　
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
お
魚
の
鮮
度
、
仕
入
れ

目
利
き
が
得
意
の
ロ
ー
カ
ル
な
ス
ー
パ
ー
で
す
。

　
こ
の
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
40
年
以
上
前
の

新
興
住
宅
地
内
。
そ
の
当
時
に
家
を
建
て
た
住
民
の

方
た
ち
は
若
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
え
。

ジ
シ
ャ
ン
を
招
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
た
り
。

ど
ん
ど
ん
来
店
客
を
喜
ば
せ
る
こ
と
、
楽
し
い
こ
と

を
工
夫
し
続
け
た
の
で
す
。
つ
い
で
に
、
食
品
店
と

し
て
は
お
き
て
破
り
も
平
気
で
し
ま
す
。
衣
料
品
も

置
い
て
い
ま
す
。
姿
見
付
き
で
。
そ
れ
が
す
ぐ
売
れ

る
ん
で
す
。

　
「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
に
は

何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
続
け
た

成
果
で
す
。
直
接
的
に
売
上
拡
大
を
ね
ら
っ
て
値
上

げ
す
る
よ
り
、
み
ん
な
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
。

編

売
上
を
増
や
そ
う
　
そ
の
１

たいこう経営代表　（1952年生まれ）
中小企業診断士（一般社団法人　富山県中
小企業診断協会　会長）
全日本剣道連盟　居合道　教士七段
居合の稽古ばっかりして、お仕事はその合間
にたまにします。

　
う
ん
と
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
は
最
近
で
は
買
い
物
に
足

を
運
ぶ
の
す
ら
、
も
う
大
変
な
様
子
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
お
店
の
売
上
は
と
い
え
ば
、
想

像
に
難
く
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

さ
あ
、
ど
う
す
る

　
売
上
を
上
げ
る
た
め
に
は
？
と
真
正
面
か
ら
考
え

る
と
、
す
ぐ
に
思
い
つ
く
の
は
、
品
揃
え
、
価
格
、
来

店
機
会
の
拡
大
、
客
単
価
の
ア
ッ
プ
な
ど
で
し
ょ
う

が
、
ど
こ
で
も
や
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
は

成
果
も
知
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
で
も
当
店
は

買
い
物
前
後
の
お
客
様
が
望
む
も
の
は
何
か
を

一
生
懸
命
考
え
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
も
と
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送
迎

サ
ー
ビ
ス
は
実
施
済
み
で
し
た
の
で
、
さ
ら
に

「
お
店
に
来
て
よ
か
っ
た
と
実
感
し
て
も
ら
え

る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
と
。

あ
ご
足
つ
き
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
で
は
な
い
か
。

「
足
」
を
サ
ー
ビ
ス
し
た
の
だ
か
ら
、「
あ
ご
」

と
し
て
の
イ
ー
ト
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
も
加
え
よ

う
。

　
話
し
相
手
が
お
れ
ば
も
っ
と
楽
し
い
に
違
い

な
い
。
な
ら
ば
居

心
地
が
い
い
サ
ロ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
よ
う
。
ゆ
っ

く
り
皆
さ
ん
に

交
流
し
て
も
ら

お
う
。
等
々
の
ア

イ
デ
ア
を
次
々
と

打
ち
出
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て

売
上
は
伸
び
ま

し
た
。

　
プ
ロ
ミ
ュ
ー

個人賠償責任に次いで「傷害プラン」に熱中症の補償もついて
充実の安心補償になりました！！

ご家族全員の
賠償事故をカバー！！
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事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎076-444-5625　 Fax 076-444-5648　 E-mail:hikitsugi@tonio.or.jp

「経営資源引継ぎ補助金」の募集中
第三者承継（Ｍ＆Ａ）時に負担
となる費用が補助されます！１．申請受付期間　令和2年7月13日（月）～ 令和2年8月22日（土）

２．募集内容
補　助　概　要 補助対象経費 補助率 補助上限額

　Ｍ＆Ａ（株式・事業譲渡）
時の士業専門家の活用に関わ
る費用（仲介手数料・デュー
デリジェンス費用・企業概要
書作成費用等）および経営資
源の一部を引継ぐ際の譲渡側
（売り手）の廃業費用

＜買い手支援型＞　　　　　　　　　　　　　　　
謝金、旅費、外注費、委託費、システム利用料

2／3

200万円
（補助下限50万円）

＜売り手支援型＞　　　　　　　　　　　　
謝金、旅費、外注費、委託費、システム利用料
（廃業費用）廃業登記費、在庫処分費、解体
費、原状回復費

650万円
（補助下限50万円）

相談無料・秘密厳守

　

高
岡
市
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
「
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
マ
ル
シ
ェ
」
が
７
月
５
日（
日
）、

戸
出
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

戸
出
、
福
岡
、
中
田
地
域
の
居
酒
屋
や
喫

茶
店
、
す
し
店
の
料
理
人
ら
の
特
製
弁
当

１
８
０
食
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
幕
の
内

弁
当
や
カ
レ
ー
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
が

６
０
０
円
〜
千
円
で
提
供
さ
れ
、
販
売
開
始

か
ら
約
30
分
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

高
岡
市
商
工
会
青
年
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
客
足
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
飲
食
店
を
支

援
す
る
た
め
、

５
月
に
は
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
サ
イ
ト

「#
taka

め
し
」

を
開
設
し
て
お

り
、
今
回
の
応

援
企
画
「
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
マ

ル
シ
ェ
」
は
第

２
弾
と
な
り
ま

し
た
。

ホームページが無料で作れます。
グーペの機能

1
2
3

集客もしっかり支援します
スマートフォン/タブレット対応
豊富なデザインから選ぶだけ！

その他にもたくさんの便利な機能をご用意しております

お問い合わせはお近くの商工会へ

初期費用・月額料金ともに無料の
商工会会員様向けプラン申し込みこちら

https://goope.jp/shokokai/signup/

グーペ
なら

商工会会員様
限定！

レジ袋有料化が2020年7月1日からスタートしました！
有料化の対象となる
プラスチック製買物袋

有料化の対象外となる
プラスチック製買物袋

のもの

のもの

のもの

富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業継承の相談は
公的支援機関へ

高
岡
市
商
工
会
青
年
部

「
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
マ
ル
シ
ェ
」　

３
地
域
の
弁
当
販
売
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商工会会員様限定

年 会 費
永年無料

商工会ＵＣ法人カード

この1枚が、ビジネスの
あらゆるシーンをサポート

とやま中小企業人材育成カレッジ　TEL076-441-2717
（富山県商工会連合会内）　　　 FAX076-433-8031お問い合わせ先

【開催時間】　全コース原則として、9：30～16：30です。（１時間の昼休みを含みます。）
【会　　場】　富山県中小企業研修センター（富山市赤江町1－7）  

短期コース
分野 コース

№ 講　座　名 講　　師 定員 受 講 料
（税込） 日 数 開催日 申込締切日

女性リーダーのためのステップアップセミナー

人とチームが成長する対話力を高める　

やる気を引き出すリーダーシップ

東谷　由香　氏 40名 13,200円 11/10（火）～11（水） 10/26（月）2日間

佐藤　慶子　氏 30名 13,200円 11/19（木）～20（金） 11/ 2（月）2日間

飯山　晄朗　氏 40名 19,800円 9/24（木）～25（金）
10/23（金）

9/ 7（月）3日間

とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！とやま中小企業人材育成カレッジ　受講生募集中！

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

【９月以降に開催する講座のご案内】

企業を支える「人づくり」

とやま中小企業人材育成カレッジ※詳しくは

　厳しい経営環境の中で、企業が発展していくためには、時代の変化に対応できる優れた人材をいかに育成する
かが重要になってきております。貴社の人材育成に『とやま中小企業人材育成カレッジ』の研修を是非ご活用く
ださい。

申込方法：ホームページの申込フォームまたは、所定の「受講申込書」に必要事項を記入のうえFAXにてお申込み下さい。

ね
ら
い

対
象
者

ね
ら
い

対
象
者

ね
ら
い

対
象
者

女性リーダーとして必要な視点や役割について理解し、活力ある職場づくりをさらに推進していくための
コミュニケーションスキル・マネジメントスキルを習得します。 女性リーダー・管理者

組織が望む結果を手に入れるための人材育成、課題解決、人間関係づくり、話し合いの場づくりに役立つ
コーチングの考え方とスキルを学びます。 管理者・新任管理者

次世代のリーダーに求められる知識・スキル及び部下のやる気を引き出す手法について演習を交えて学びます。
（講師は高岡商業高校や星稜高校野球部のメンタルコーチも務める。）

管理者・係長・
主任・若手リーダー

原価管理とコストダウンの進め方

生産現場改善の進め方

品質管理の考え方・進め方 

大塚　泰雄　氏 30名 19,800円 9/ 8（火）～10（木） 8/24（月）3日間

山口　郁睦　氏
髙橋　拓也　氏 30名 19,800円 10/13（火）～15（木） 9/28（月）3日間

内山　幸二　氏 30名 19,800円 10/27（火）～29（木） 10/12（月）3日間

も
の
づ
く
り

製造現場での原価管理とコストダウンについての仕組みと体系を把握し、効率的にコストダウンを進める
手法についてグループ演習を交えて実践的に学びます。

生産現場の管理者・
新任管理者・スタッフ

生産現場の管理・改善の基本となる５Ｓと目で見る管理ＩＥ（生産工学）の考え方と応用方法を身につけ、
自社・自職場における実際の管理・改善を体系的に学びます。

生産現場の管理者・
新任管理者・スタッフ

製造現場での品質管理・品質保証の考え方や手法について体系的に学ぶと共に、演習を通じて日々の
品質管理力を維持・向上させるための現場運営力を高めます。

生産現場の管理者・
新任管理者・スタッフ

財務分析の考え方・進め方　

成果を出す新規顧客開拓

長瀬あさみ　氏 30名 13,200円 9/ 1（火）～ 2（水） 8/17（月）2日間

吉見　範一　氏 30名 13,200円 10/ 6（火）～ 7（水） 9/18（金）2日間

財
務
、
営
業
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

事例企業の財務データから課題を抽出し、健全な財務体質への改善策について学びます。
演習を交え「決算書が読めない！」を解消し、自社の財務状況を把握できるようにします。

総務・経理・経営管理に
携わる方

"新規顧客開拓”で成果を上げるために工夫された営業手法と、これを戦略的に実現するためのステップを
理解し、自社用の戦略的営業ツールを検討・作成します。

営業部門の管理者・
新任管理者・リーダー

ね
ら
い

対
象
者

ね
ら
い

対
象
者

ね
ら
い

対
象
者

ね
ら
い

対
象
者

ね
ら
い

対
象
者
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小さな会社ですが
丁寧な仕事を心がけています。
小さな会社だから
できる事があります。
人と社会を繋ぐお手伝いをいたします。
心に伝わる広告物をご提供いたします。

お客様の想いをカタチにする

TEL：（076）423-3171（代表） www.cgc-toyama.or.jp 

中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー

資金調達

経営改善 創業支援
事業承継

信用保証

お気軽にご相談ください

など

家賃支援給付金
とは？

■支給対象（①②③すべてを満たす事業者）

■支給額　法人に最大600万円、個人事業者に最大300万円を一括支給。

家賃支援給付金家賃支援給付金に関するお知らせに関するお知らせ

算定方法

家賃支援給付金 コールセンター　0120-653-930（平日・土日祝日8:30～19:00）相談ダイヤル

5月の緊急事態宣言の延長等により、売上の減少に直面する事業者の事業継続を下支え
するため、地代・家賃（賃料）の負担を軽減する給付金を支給します。

①資本金10億円未満の中堅企業、中小企業、小規模事業者、フリーランスを含む個人事業者
　※医療法人、農業法人、NPO法人、社会福祉法人など、会社以外の法人も幅広く対象。

②5月～12月の売上高について、1ヵ月で前年同月比▲50％以上 または、
連続する3ヵ月の合計で前年同期比▲30%以上

③自らの事業のために占有する土地・建物の賃料を支払い

申請時の直近1ヵ月における支払賃料（月額）に基づき算定した給付額（月額）の6倍
支払賃料（月額） 給付額（月額）

法　人
75万円以下 支払賃料×２/３

75万円超 50万円＋[支払賃料の75万円の超過分×１/３] ※ただし、100万円（月額）が上限

個人事業者
37.5万円以下 支払賃料×２/３

37.5万円超 25万円＋[支払賃料の37.5万円の超過分×１/３]　※ただし、50万円（月額）が上限

地域共通
クーポン提示、
商品・サービス
購入に利用

地域共通クーポン加盟店（※）
（旅行先の土産物店、飲食店、観光施設、アクティビティ、交通機関など）

（個人旅行・団体旅行等）

②電子媒体のクーポン

①紙媒体のクーポン（商品券）

※加盟店舗の登録方法については、詳細が決まり次第HP等でご案内します。
 （7月17日現在）

地域クーポン利用イメージ

ＧｏＴｏＴＲＡＶＥＬロゴ

”Go To TRAVEL”クーポン（仮称）

￥1,000
取扱店舗控

￥1,000

Go To トラベル事業トラベル事業トラベル事業のお知らせ
・地域共通クーポン付の本格実施日は９月１日以降で別途お知らせします。
・お渡しする地域共通クーポンは、旅行代金の15％（代金の１/２相当額×３割）（※）。
　 ※１枚1,000円単位で発行する商品券。お釣りなし。（1,000円未満は四捨五入）
・旅行先の都道府県＋隣接都道府県において、旅行期間中に限って使用可能です。

旅行者 土産物店 観光施設

交通機関

飲食店

地域共通
クーポン
について
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富山県制度融資　新型コロナウイルス感染症対応資金
【３年間実質無利子・信用保証料減免・無担保】

イベント名 開催日 お問合せ先

なりひら風の市 9月12日（土）

ふれあい青空市「やまだの
案山子」運営委員会　　

旧北陸道アートin小杉 9月26日（土)～27日（日）

富山市八尾山田商工会

ふれあい青空市「やまだの案山子」 9月（月・火・水・土・日・祝）

射水市商工会

076-455-3181

076-457-2333

0766-55-0072

おやべよってかれマーケット 9月20日（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

阿曾の市 9月12日（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。
　詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

イベント名
各地 9月

イベント名イベント名
各地各地の

イベント名 開催日イベント名
ののイベント

　主に、売上高等が最近１ヶ月の実績とその後２ヶ月を含む計３ヶ月の見込みで、
対前年比５％以上減少している方にご利用いただけます。
（売上高等の減少について、市町村長の認定が必要です。一部対象外となる場合があります。）
ご利用にあたっては、取引先の金融機関へご相談ください。
■取扱開始日：令和２年５月１日（金）　■申込期限：令和２年12月31日（木）

■お問合せ先

取引先の金融機関 または 富山県信用保証協会
（TEL：076-423-3171　平日：8時40分～17時15分）

富山県事業持続化・地域再生支援金について
１　概要
　新型コロナウイルス感染症拡大により、極めて厳しい経済環境のなか、新型コ
ロナウイルス感染症収束後において求められる新しい生活様式や県民・国民の行
動変容に対応しながら、これまでの事業の在り方について必要な見直しを進め、
経営を持続可能なものとするとともに新たな発展につなげようとする、意欲のあ
る事業者の方へ支援金を支給するものです。

２　事業概要
（１）支援金の支給対象者
　新型コロナウイルス感染症の影響により、ひと月の売上が前年同月比で50％以
上減少している中小企業、個人事業主等、NPO法人、医療法人、農業法人など、
会社以外の法人も幅広く対象とします。（国の持続化給付金の受給を要件）
（２）支援金の支給額
　１事業者最大50万円（従業員数に応じて10万円～40万円、事業所や駐車場
等事業用の土地・建物を賃借している場合は10万円が加算されます。）

３　申請受付期間　８月31日（月）まで

４　申請書類の入手方法
　　県ホームページや商工会議所、商工会等の窓口で入手できます。
■お問合せ先

富山県事業持続化・地域再生支援金事務局
TEL 076-444-0255　受付時間：平日9時～17時

『事業承継の支障となっている経営者保証を外したい』とお考えの方へ
富山県中小企業制度融資「事業承継支援枠」
県では、令和２年度より、事業承継時の経営者保証を不要とする融資
制度を創設しました。
　経営者保証を提供している金融機関からの借入金を、経営者保証を
不要とする借入金に借り換える場合に、信用保証協会が保証を行うこ
とで、事業承継の促進を図ります。

【事業承継特別保証制度】
事業継承時、前経営者の「個人
保証」を解除し、かつ、後継者
にも「個人保証」を求めない代
わりに、新たな信用保証制度
を活用
※保証料を最大ゼロまで軽減
（信用保証協会の管理費約0.2％
を除く）

■お問合せ先

富山県 経営支援課 金融係　TEL：076-444-3248 

「インターンシップナビとやま」への登録企業を募集しています！
　富山県インターンシップ推進センターでは、県内企業及び学生双方
の多様なインターンシップに対するニーズに対応するため、インターン
シップのマッチングサイト「インターンシップナビとやま」を運営してい
ます。学生と企業との雇用のミスマッチ対策として近年注目を集めて
いるインターンシップの効率的な実施のために、ぜひご活用ください。
１　ウェブサイトの名称・URL
「INTERNSHIP NAVI とやま」https://internshipnavi-toyama.jp/
２　インターンシップナビとやまの機能
　・インターンシップ参加企業の検索
　・オンラインでのインターンシップへのエントリー
　・学生と企業のウェブマッチング
３　掲載申込み方法
　掲載を希望される企業の方は、トップページにある「企業・団体
のみなさま」欄の「ご案内」「利用規約」「個人情報取り扱い」をご一
読いただき、「登録申込書」に必要事項をご記入のうえ、下記住所宛
てに郵送でお申し込みください。

■申し込み及び問合せ先

富山県インターンシップ推進センター
〒930－0805　富山県富山市湊入船町9-1 とやま自遊館２階
ＴＥＬ：０７６－４８２－３４２０　ＦＡＸ：０７６－４８２－３４２１

【お申し込み】　お取引のある金融機関へ

融資対象

資金使途

融資限度額

融資期間
融資利率
保証料率
取扱期間

経営者保証コーディネーター（※１）の確認を受けて、事業承継
特別保証制度を利用する中小企業
※１：富山県新世紀産業機構に常駐

設備資金・運転資金 

10年（据置１年）以内
年1.20％以内
年0.10％～年0.58％
令和３年３月31日まで 

8,000万円
※２：設備投資に伴い建物（土地）を取得する場合は１億円（運転8,000万円）

通常より▲0.05％
国制度より1/2引下げ

既存の借入金についても本制度で個人保証不要に

【富山県新型コロナウイルス感染症対応資金の概要】
融資限度額 4,000万円（設備資金・運転資金）

★6月15日より3,000万円⇒ 4,000万円に引き上げ
（※1）保証付既往債務の借換え可
（※2）県制度融資「新型コロナウイルス感染症対策枠」との併用可

融 資 期 間 10年以内（うち据置期間５年以内）
融 資 利 率  
（※3）　

実質無利子
４年目以降は年1.25％以内（固定金利）

経営者保証 法人代表者以外の連帯保証人は原則不要
法人代表者は一定要件（①法人・個人分離、②資産超過）を満たせば免除可能

信用保証料率  
（※3）　

0.85％（経営者保証免除の場合　1.05％）
（1）セーフティネット保証４号（▲20％）または危機関連保証（▲15％）を利用の場合　　　

　ゼロ（保証料補助10/10）
（2）セーフティネット保証５号（▲５％）を利用の場合　ゼロまたは半額（保証料補助1/2）

（※1）借換えの対象については、富山県信用保証協会（TEL:076-423-3171）にお問い合わせください。
（※2）「新型コロナウイルス感染症対策枠」については、　　　　　　　　　　で検索
（※3）売上高等減少率▲15％以上の中小企業者・小規模事業者は３年間実質無利子、全期間無担保・保証料ゼロ

となります。（売上高等や企業の規模により利子や保証料は異なります。）

富山県　コロナ　金融支援

各種支援策の紹介については下記ホームページをご覧ください。
　富山県「事業者の皆様・働く皆様へ」　 http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1301/kj00021653.html
　富山県信用保証協会「新型コロナウイルス感染症に関連した対策情報」　 https://www.cgc-toyama.or.jp/
　経済産業省「新型コロナウイルス感染症関連」 https://www.meti.go.jp/covid-19/
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実
績
を
有
し
て
い
る
。

　

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
柔
軟

か
つ
付
加
価
値
性
の
高

い
設
計
製
造
能
力
が
強

み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
熱
処
理
炉

の
高
度
な
温
度
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
技
術
を
評
価
さ

れ
、
２
０
１
４
年
に
射

水
市
や
産
学
連
携
で
交

流
の
あ
っ
た
富
山
県
立

大
学
か
ら
、
も
み
殻
の

リ
サ
イ
ク
ル
化
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加

を
要
請
さ
れ
た
。
金
属

を
処
理
す
る
工
業
炉
分

野
か
ら
、
も
み
殻
を
処

理
す
る
環
境
炉
分
野
へ

の
挑
戦
で
あ
る
。

　

射
水
市
は
米
作
り
の
盛
ん
な
地
域

で
、
毎
年
３
千
ト
ン
も
の
も
み
殻
が

排
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
も
み
殻
の

明
確
な
利
活
用
方
法
が
見
い
だ
せ
ず
、

ま
た
２
０
０
０
年
以
降
は
野
焼

き
が
事
実
上
禁
止
と
な
り
、
処

分
に
困
る
農
業
従
事
者
は
最
終

的
に
産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
理

せ
ざ
る
を
得
ず
、
１
ト
ン
当
た

り
１
万
円
強
の
コ
ス
ト
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

当
社
は
、
工
業
炉
で
培
っ
た

高
度
な
燃
焼
制
御
技
術
を
基
に
、

有
害
物
質
を
排
出
せ
ず
に
大
量

の
も
み
殻
を
処
理
し
、
か
つ
農

業
肥
料
や
工
業
系
原
材
料
に
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
な
シ
リ
カ
灰
を

製
造
で
き
る
も
み
殻
処
理
炉
を

開
発
し
た
。
２
０
１
８
年
に
は

同
処
理
炉
が
導
入
さ
れ
た
、
全

国
初
の
も
み
殻
循
環
設
備
が
い

み
ず
野
農
業
協
同
組
合
に
建
設
さ
れ
、

も
み
殻
の
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
向

け
た
実
証
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
射
水
市
、
Ｊ
Ａ
、
早
稲
田

大
学
等
で
形
成
す
る
産
学
官
連
携

や
、
射
水
市
、
富
山
県
を
は
じ
め
、

農
水
省
や
環
境
省
の
補
助
金
、
委
託

事
業
を
活
用
し
て
、
健
康
食
品
、
化

粧
品
分
野
、
次
世
代
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
断
熱
材
等
の
工
業
分
野
ま
で
幅

広
く
手
掛
け
る
。
今
後
さ
ら
に
、
も

み
殻
シ
リ
カ
灰
の
高
付
加
価
値
用
途

を
開
拓
し
、
も
み
殻
の
有
効
活
用
に

よ
る
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

　

も
み
殻
処
理
炉
の
事
業
に
つ
い
て

は
海
外
米
主
食
圏
で
の
展
開
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。
日
本
の
米
の
生
産

量
は
全
世
界
の
数
％
に
過
ぎ
な
い
。

将
来
的
に
は
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

で
も
事
業
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

里
山
で
人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
〜
有
畜
複
合
循
環
型
農
業
と
農
商
工
連
携
〜

有
限
会
社
土
遊
野
（
富
山
市
南
商
工
会
）

産
学
官
連
携
を
通
じ
て
新
た
な
分
野
に
挑
戦

北
陸
テ
ク
ノ
株
式
会
社
（
射
水
市
商
工
会
）

社屋

企
業
紹
介

商
工
会
の
支
援
「
専
門
家
派

遣
事
業
・
経
営
革
新
・
補
助

金
活
用
な
ど
」

今
後
の
目
標
な
ど

北陸テクノ株式会社
代表取締役社長　木倉正明
射水市青井谷１-８-３
TEL 0766-57-1400

もみ殻処理炉

自
社
の
強
み
を
生
か
し

新
分
野
に
挑
戦


